
■「お子さま」リスクを逸早く見抜くために
　どこの職場でも，著しく生産性が低い「困った社
員」が存在します。そして多くの心優しき経営者や
上司が，その人たちの変容を願って一生懸命教育を
試みています。しかし「困った社員」である原因が
「自立性の欠如」にある場合，その社員を教育や研
修で変えることはできません。
　今，「精神的に自立しない人」が増えています。
その人たちがほぼ例外なく「困った社員」になりま
す。「自立しない人」は，年齢や経験に関係なく「お
子さま」なのです。「まだ大人になりたがらない」
子供に，「大人になるための教育」を施すことが会
社の責務であるとは思えません。
　「お子さま」は採用しない。そして社内の「お子
さま」に対しては，大人扱いせずに然るべき管理の
下でそれなりの作業に徹してもらう。それが健全な
人事マネジメントの姿でしょう。「自立しない人」
の急増は社会問題だと思います。本稿では，人事が
その問題に向き合って対処するための「方法論の一
つ」をご紹介します。
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1人事マネジメントのターゲット
1-1 観るべきところは「仕事力」
1-2 「見えやすい仕事力」と「見えにくい仕事力」
1-3 「作業領域」と「マネジメント領域」
1-4 思考力と成果管理力

2ヒューマンリスクマネジメント
2-1 ヒューマンリスクマネジメントについて
2-2 2大リスク人罪
 ＜思考する意欲がない人＞
 ＜成果意識が極めて低い人＞

3行動観察と仕事力分析
3-1 行動観察の必要性と優位性
 ＜行動は能力を表現する＞
 ＜行動は行動を予測する＞
3-2 人材アセスメントについて
 ＜人材アセスメントのしくみ＞
3-3 人材アセスメントを使わない行動観察の可能性と限界
 ＜人材登用に向けて＞
 ＜人材採用に向けて＞
3-4 行動特性と仕事力との因果関係

4「自立性」への着目と仕事力の全体像
4-1 心の成熟度
4-2 自立するということ
4-3 自立性は心の成熟度を示す尺度
4-4 「自立性がとても低い人」のリスク行動
4-5 依存⇒思考回避　自己目的の行動⇒成果意識欠如

5「自立性」を見極めるための行動観察
5-1 日常や採用選考におけるリスクマネジメントの視点
5-2 「自立しない人」に見られる行動チェックリスト
5-3 「自立性」へアプローチする本当の意義
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